
はじめに

防災研究所は昭和26年 (1951年）、災害の学理とその応用の研究を行うことを設置目

的に京都大学に附置された。当初わずか3部門の構成であったが、学内外の研究者によ

る総合的な共同研究の必要性の高まりなど、研究所と学部の研究組織をも包含した整理

統合を行いながら順次整備され、平成7年には16研究部門、 4研究センター及び7実験

所・観測所を有する大規模な研究所に発展した。これにより、地震、火山、地すべり・

土石流、洪水、高潮、強風などわが国で問題となる自然災害をほとんどカバーした理工

学的研究が進展するとともに、社会システムをより災害に強い構造にするという、いわ

ゆるソフト対応のための研究にも着手した。その後も社会の災害に対する脆弱性の増大

の中で起こった阪神・淡路大震災といった巨大災害、地球規模の環境変化と災害頻発の

懸念、 IDNDRを主導した実績からの災害多発国への積極的な貢献など国内外にわたっ

て防災学研究への要請と緊急性の高まりが強くなってきた。

こうした防災学研究への要請の変化と緊急性にこたえるべく本研究所は平成8年度、

組織を抜本的に見直し、部門・センターの整理統合によって 5大研究部門、 5研究セン

ター制に組織替えをした。従来力を入れてきた災害を伴う自然現象の予知・予測と災害

の防止・軽減のための構造物的な対応法の研究といった理工学的な研究と、被災する側

の人間及び社会の問題を人文・社会科学、計画科学、さらには危機管理までを含めた研

究とを有機的に結びつけた総合的な研究体制の整備をはかった。これに伴い、研究所の

設置目的が災害に関する学理の研究及び防災に関する総合研究に変更された。そして、

改組のもう一つの眼目は全国の大学共同利用の研究所としたことである。こうした改組

とともに、昭和26年設置後たゆまず続けてきた研究・教育活動はもとより、わが国の防

災研究にあってつねに中心となり新たな研究分野を切り拓こうとしてきた姿勢が評価さ

れ、平成 8年度同時に「卓越した研究拠点ーセンター・オブ・エクセレンス」の研究機

関に認められた。

京都大学防災研究所では平成 6年7月に‘‘世界から災害をなくすために’'を標題とし

た自己点検・評価報告書を国内外 5名の自己点検・評価調査委員の意見を付して発行す

るとともに、平成7年度は自己点検評価に供するアンケートや資料をまとめた経緯があ

るが、平成10年度はとくに、上記で述べた改組と新体制になった後の研究の進捗状況、

プロジェクト研究を中心とした共同研究の進展などを点検・評価することを狙いとして

所内に自己点検・評価委員会を設置し、研究所がたどった発展の経緯を振り返り、現状

を認識するとともに、新たな設置目的のもとさらなる進展の方向を示すことを目指して



検討と議論を重ねてきた。その結果、全体の経緯と現状を認識した上で部門・センター

単位の研究活動はもとより共同研究プロジェクト、国際共同研究、特別調査研究などの

研究活動、 COE活動と国際交流、教育活動、研究・教育環境、社会との連携活動など評

価を加えて総括するとともに自己点検評価報告書を作成した。

さらに平成10年度には外部からの評価を受けることの重要性をふまえて国内外の関係

研究者の代表（国内 7名、国外4名）にこの自己点検・評価報告書をお読みいただくと

ともに外部評価委員と全所員との討論会を実施した。最後に、外部評価委員全員から防

災研究所が設置目的に沿った研究・運営がなされているか、率直なご意見と今後の改善

すべき事項等について多面的に評価をいただいた。本外部評価報告書は、この間の作成

経緯や外部評価の実施概要を述べるとともに外部評価委員の評価内容ならびに、そこか

ら抽出された指摘事項や提言等をまとめたものである。

本報告書は外部のみならず内部の構成員にとってもこれからの研究所における災害・

防災科学の推進のために非常に有意義であることを確信するものであり、外部からのご

意見や提言を併せて問題点を真剣に受けとめ、評価すべき点は十分に評価してさらに発

展を心がけることにより、いっそうその使命の達成に向かって務められることを切望す

る。

最後に京都大学防災研究所外部評価委員を快く引き受けていただいた国内外の諸先

生；浅井冨雄科学技術振興事業団研究統括、片山恒雄科学技術庁防災科学技術研究所

所長、岡田恒男芝浦工業大学教授、木村 孟学位授与機構長、藤井敏嗣東京大学地

震研究所所長、藤吉洋一郎 NHK解説委員、道上正規鳥取大学副学長、 ErichJ. Plate 

ドイッカールスルーエ大学名誉教授、 Shinozuka Masanobu 米国南カリフォルニア大学

教授、 YoshiK. Sasaki米国オクラホマ大学名誉教授、 Keith. W. Hipel カナダウォー

タールー大学教授に衷心より感謝申し上げます。
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